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普通科通信 平成２９年７月３日発行

新学年スタートから３ヶ月が過ぎました。定期テスト、遠足・修学旅行、進研模試
も終了しました。みなさん、年度当初に思い描いていたような日々を送れていますか？
７月。この夏をどう過ごすかは、今後の高校生活にも大きく影響してきます。今か

らしっかりと計画を立て、暑い夏を有意義に過ごしましょう。

夏の学校行事（普通科関連）
・進学補習（３年生） ７月１４日（金）～２１日（金）
・夏季進学補習（全学年） ７月２５日（火）～７月３１日（月）
・大学見学会（１・２年）※１ ８月１日（火）
・学習合宿（全学年） ８月１日（火）～８月３日（木）
・全統マーク模試②（３年生） ８月７日（月）、８日（火）

・名大オープン模試（３年生） ８月９日（水）
・小論トレーニング模試（３年生）８月１０日（木）
・課題実力考査（全学年） ８月２３日（水）、２４日（木）

◎１年生
①高校生としての学習スタイルは定着しましたか？

高校の学習では、まず自主学習の時間を確保することが大前提となります。（基本は
学年＋２時間、部活動の忙しい日は学年＋１時間が目標です）。
普通科で沢山の知識を習得するためには「予習→授業→宿題・復習」という学習サ

イクルを確立することが不可欠です。特に日々の復習は欠かすことが出来ません。
自分が理解できていなかった箇所は、１週間後に再度復習をするとより効果的です。

また、部活動が忙しく、その日のうちにできなかった事柄は、週末に補うなど自分に
あった学習スタイルを確立しましょう

②進路について考えましょう
・「文理選択」は進路選択の第一歩です。（１２月最終決定）

これから進みたい方向がはっきりと決められていない人は、夏休み中に、「大
学で何を学びたいのか」「将来どんな仕事に就きたいのか」など、自分の将来

の夢についてじっくりと考えてみましょう。また、夏休みは多くの大学でオ
ープンキャンパスが行われます。積極的に参加して、これから進路を決めて
いくうえでの参考にしましょう。上記※１の大学見学会（名大、中部大学）

に参加するのもおすすめです。

・苦手と向き合いましょう。

苦手科目や苦手分野は誰にでもあります。この「苦手」と向き合い、克服でき
るかどうかが、志望校合格のための鍵となります。英・数・国の主要３科目の苦
手は高１・２生のうちに克服しておきましょう。学校で与えられている参考書や
問題集を何回も何回も繰り返し学習することで大きな力になります！！
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・秋以降の LHR等を通して「大学入試の仕組み」を理解しましょう。
大学入試の仕組みや制度はかなり複雑です。「国公立大」と「私立大」、「推薦入

試」や「ＡＯ入試」と「一般入試」ではそれぞれスケジュールや選抜方法が大き
く異なります。それらについて正しく理解し、その後の学習計画を立てましょう。

◎２年生
【今後の進路選択の流れ】

２年生 ３年生

学部学科 志望校研究 受験態勢 受験勉強 志望校 夏季 センター 大学入
研究 オープンキャンパス への移行 本格化 絞り込み 補習 試験出願 試

①五感を使って大学・学部研究をしましょう。
いろいろな大学について調べ、譲れない志望大学・学部に出会いましょう。大学の

オープンキャンパスに参加したり、興味のある学問に関する研究が行われている大学
について調べたり…。自分の目で見て、聞いて、触れて、自分の五感を使って大学・
学部研究をしてください。入学後に何を学んでどのような力を磨くのかということま
で考えておくことが必要です。
この夏の志望理由書（進学希望者）づくり、キャリアプラン（公務員希望者）づく

りにも積極的に取り組みましょう。

②１０月以降は受験生！！ 地に足の付いた学習を進めましょう。

◎１・２年共通 夏休みの計画を立てましょう

１．「夏休みを３つに分けて」計画を立てる
夏休みは長いので、学習計画を考えるのが難しいという人もいるでしょう。そこで、夏休みを三者
懇談開始で午前授業になる７月下旬からととらえ、次の 3つの時期に分けてみましょう。
①７月下旬 ②８月上旬 ③８月中旬

それぞれの時期に何に取り組むかを考えると、学習計画が立てやすくなります。

２．無理のない計画を立てる
学習内容を確実に理解するためにも、無理のない計画を立てるようにしましょう。週に１日「予備

日」を設けるなど、予定通り進まなかった場合に計画の遅れを取り戻すための時間を用意しておくこ
とも大切です。

３．課題を最優先で学習する
まずは夏休みの課題を確実に終わらせることを最優先にしましょう。夏休みの課題には、これまで

の学習のポイントが多く含まれているので、課題にしっかり取り組むことで、復習もできます。

４．苦手分野の復習に取り組む
時間がある夏休みは、苦手分野を克服するチャンスです。苦手だと感じている教科をここでしっか

りと復習しておけば、受験勉強もスムーズにスタートできます。

５．毎日の学習記録をつける
何時間学習したか、計画通りに学習できたかを毎日振り返り、記録するようにしましょう。毎日振

り返ることで、すぐに軌道修正を行うこともできます。
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◎３年生
①夏休みは「基礎力固め、苦手克服のラストチャンス」です。

受験の天王山と言われる夏休み。夏休みが終わると、これまでの学習の総復習や

苦手科目にじっくり取り組む時間はなかなかとれません。やり残しがないよう、あ
らかじめ７月１４日～の４０日間の学習計画を立て、有意義に過ごしてください。
夏のがんばりが秋以降の成績の伸びにつながります！！

合格を勝ち取るための夏休みの過ごし方

〇自分の実力、弱点をきちんと把握し、周りに惑わされず、自分のペースで勉強する。

〇以前に受験した模擬試験の問題に再度取り組み、学習の不足している分野を分析する

＜学習計画を立てる際のポイント＞

夏休みを

①三者懇談期間も含めて７月下旬 ②８月上旬 ③８月中旬の３つの時期に分けよう

夏休みに効率的に学習を行うために、時期を区切って学習計画を立てることがポイ

ントです。夏休みを４つの時期に分けて、「いつ」「何を」を考え、優先順位をつけて

取り組みましょう。少ない数の問題集を繰り返し何周も学習し、完璧にすることが大切

です。

夏休みが始まる前までに担任の先生と学習計画を確認しましょう。

②文化祭が終わるとセンター試験出願です。
みなさんが受験する 2018 年度大学入試センター試験の実施要項が発表されました。志

望校の入試日程など、自分に必要な情報を積極的に集めましょう。

試験日 試験教科・科目 試験時間

１月13日（土） 地理歴史 「世界史A」 「世界史B」 ２科目選択 9：30～11：40（注１）

（第１日） 公民 「日本史A」 「日本史B」 １科目選択 10：40～11：40

「地理A」 「地理B」

「現代社会」 「倫理」

「政治・経済」 『倫理，政治・経済』

国語 『国語』 13： 00～14：20
外国語 『英語』 『ドイツ語』 『フランス語』 【筆記】

『中国語』 『韓国語』 15：10～16：30

【リスニング】『英語』のみ

17：10～18：10（注２）
１月14日（日） 理科① 「物理基礎」 「化学基礎」 9：30～10 ：30（注３）
（第２日） 「生物基礎」 「地学基礎」

数学① 「数学Ⅰ」 『数学Ⅰ・数学A』 11：20～12：20
数学② 「数学Ⅱ」 『数学Ⅱ・数学B』 13：40～14：40

『簿記・会計』 『情報関係基礎』

理科② 「物理」 「化学」 ２科目選択 15：30～17：40（注１）

「生物」 「地学」 １科目選択 16：40～17：40

＜出願日程と理科の科目選択方法＞
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（注１）地理歴史及び公民並びに理科のグループ②の試験時間において２科目を選択する場合は、解答順に第１
解答科目及び第２解答科目に区分し各 60 分間で解答を行うが、第１解答科目及び第２解答科目の間に答案回収
等を行うために必要な時間を加え、試験時間は 130分とする。
（注２）リスニングは、音声問題を用い 30 分間で解答を行うが、解答開始前に受験者に配付した IC プレーヤー
の作動確認・音量調節を受験者本人が行うために必要な時間を加え、試験時間は 60分とする。
（注３）理科のグループ①については、２科目を受験するものとし、１科目のみの受験は認めない。
＜平成 30年度大学入学者選抜大学入試センター試験実施要項より＞

＜出願日程と理科の科目選択方法＞
出願期間は、9月 26日（火）～ 10月 6日（金） です。
出願までに、理科の受験パターンを決める必要があるので、
志望校の入試科目をしっかり研究しておきましょう。

科目選択方法
Ａ:理科①から２科目
Ｂ:理科②から１科目
Ｃ:理科①から２科目及び理科②から１科目
Ｄ:理科②から２科目

７月１４日（金）～３１日（月）までの三者懇談期間中と夏季進学補習中の間、
普通科では４階物理教室を学習室として開放します。
１～３年普通科生が真摯に学ぶ場所です。決して私語が飛び交うことのないよう

に配慮してください。

夏休みの平日は、学校の各 HRで学習
を行いましょう。先生方に質問も出来て
よい学習が出来ます。


